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1．国語教育と日本語教育

•国語教育：日本語を「母語(mother tongue)」とする児童・生徒に対す

• る日本語の教育

•日本語教育：日本語を母語としない学習者に対する日本語の教育

•今回は「日本語教育」の対象者を「留学生」に限定する
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2．国語教育と日本語教育における「主語」

•「主語」をめぐる問題

•日本語教育：「は」と「が」の使い分け

• (1) ジョンはメアリーを愛している。

• (2) ジョンがメアリーを愛している。

•→「は」と「が」をどのように使い分ければいいのか？

•国語教育：「は」も「が」も主語

• (3) この本は誰が書いたの？

• (4) Who wrote this book?

•→(3)は主語が2つの文？（三上1960, 1963）
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2．国語教育と日本語教育における「主語」

•「主語」をめぐる問題

•国語教育：「は」も「が」も主語

• (3) この本は誰が書いたの？

• (4) Who wrote this book?

•→(3)は主語が2つの文？

•→「は」と「が」は機能が全く異なる助詞

•→三上章「主語廃止論」(三上1960ほか)

•→三上の真意は「は」と「が」に別の名前をつけて区別すること

2023/12/16 英語教育、国語教育の連携に関する理論的・実証的研究成果報告会 4/22



2．国語教育と日本語教育における「主語」

•「主語」をめぐる問題

•「は」と「が」は機能が全く異なる助詞

•→三上章「主語廃止論」

•三上説は日本語文法論としては優れている（庵2003）が、留学生が
「は」と「が」の違いや「主語の「省略」」を理解し、産出するためには
「主語」に基づく説明を行うべき（庵2020）

•←「主語」は多くの学習者にとってなじみがある（少なくとも英語を通
して）
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２．国語教育と日本語教育における「主語」

•Ｑ１：次の文の主語に線を引いてください。

• (5)ジョンは本を読んでいる。

• (6)ジョンがメアリーにプロポーズした。

• (7)昨日公園で子どもが遊んでいた。

• (8)冷蔵庫にケーキがある。

• (9)この部屋は静かだ。

• (10)ジョンはメアリーが好きだ。

• (11)メアリーは髪が短い。

• (12)彼の息子は大学生だ。
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3．国語教育と日本語教育における「主語」

• Ｑ１：次の文の主語に線を引いてください。

• (5)ジョンは本を読んでいる。

• (6)ジョンがメアリーにプロポーズした。

• (7)昨日公園で子どもが遊んでいた。

• (8)冷蔵庫にケーキがある。

• (9)この部屋は静かだ。

• (10)ジョンはメアリーが好きだ。

• (11)メアリーは髪が短い。

• (12)彼の息子は大学生だ。

• →これらが「主語（subject）」であるという認識は容易
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２．国語教育と日本語教育における「主語」

•「主語」を次のような意味的な概念として規定しておく

•・誰がどうする（動作主）

•・何がどうなる（出来事主）

•・何がどんなだ（属性主）…

•の「誰が」「何が」に当たるものを「主語」と呼ぶと、「は」と「が」の
違いはほぼ次のようになる（庵2020）

• (13) は：文（および主節）の主語

• が：従属節の主語
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２．国語教育と日本語教育における「主語」

•「主語」を「動作主、出来事主、属性主」などとすると、「は」と「が」
の違いはほぼ次のようになる（庵2020）

• (13) は：文（および主節）の主語

• が：従属節の主語

• (14) 太郎は今、フランスに留学している。

• Taro is studying in France.

• (15) 私がここに来たとき、太郎はいなかった。

• When I came here, Taro was not here.
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３．日本語と英語の「主語」をどう考えるか

•「主語」の普遍性

•意味的に考えれば、日本語にも英語にも「主語」は「普通に存在する」

•日本語の主語：現れないのが普通（「省略」ではない）

•英語の主語：現れるのが普通

• (16) 太郎は私のいとこだ。（Φは）今年大学を卒業した。

• （φ：そこに形のある要素は現れない）

• (17) Taro is my cousin. He graduated from university this year.
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３．日本語と英語の「主語」をどう考えるか

•「主語」の普遍性

•意味的に考えれば、日本語にも英語にも「主語」は「普通に存在する」

• (16) 太郎は私のいとこだ。（Φは）3月今年大学を卒業した。

• （φ：そこに形のある要素は現れない）

• (17) Taro is my cousin. He graduated from university this year.

•→日本語と英語の違いは、日本語は「形のない主語」を使うのが普通なの
に対し、英語は「形のある主語」を使うのが普通であること（庵2022）
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４．「は」と「が」は何が違うのか

•「主題」について

•は：主題（topic）を表す。「～について言えば（As for～）」の意味

• (18)彼は 大学生です。

• 主題 解説（comment）

• (19)私は 自転車で学校に通っている。

• 主題 解説

• (20)私がこの論文で述べたかったことは これである。

• 主題 解説
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４．「は」と「が」は何が違うのか

•「主題」と「主語」

•は：主題（topic）を表す。「～について言えば（As for～）」の意味

•が：主語（subject）を表す
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４．「は」と「が」は何が違うのか

•「主題」と「主語」

•Ｑ４：次の文の主題は何ですか。また、主語は何ですか。

• (21)田中さんはこの本を書いた。

• (22)私は冷蔵庫に入っていたケーキを食べた。

• (23)この本は田中さんが書いた。

• (24)冷蔵庫に入っていたケーキは私が食べた。
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４．「は」と「が」は何が違うのか

•「主題」と「主語」

•Ｑ４：次の文の主題は何ですか。また、主語は何ですか。

• (21)田中さんは この本を書いた。

• (22)私は 冷蔵庫に入っていたケーキを食べた。

• (23)この本は 田中さんが書いた。

• (24)冷蔵庫に入っていたケーキは 私が食べた。
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４．「は」と「が」は何が違うのか

•「主題」と「主語」

• (21)田中さんは この本を書いた。

• (23)この本は 田中さんが書いた。

•→学校国文法では扱われない文(三上1963)

•「は」には、「主題&主語」を表す場合と「主題」だけを表す場合がある

•「が」は基本的に主語を表す

•→「は」と「が」の使い分けが問題になるのは、「は」が「主題&主語」を
表すときだけ
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４．「は」と「が」は何が違うのか

•「は」の本務（三上1960）

•（25）太郎が ここに来たとき、私は出かけていた。

•（26）太郎は ここに来たとき、セーターを着ていた。

•は：文末まで係る

•が：従属節で止まる（複文の場合、文末には係らない）

•→「は」の本務（三上1960、庵2019b）
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４．「は」と「が」は何が違うのか

•「は」の本務（三上1960）

•（26）太郎は ここに来たとき、セーターを着ていた。

•（27）吾輩は猫である。(Φは)名前はまだ無い。 (Φは)どこで生
れたかとんと見当がつかぬ。 (Φは)何でも薄暗いじめじめした所
でニャーニャー泣いていた事だけは記憶している。吾輩はここで
始めて人間というものを見た。（夏目漱石「吾輩は猫である」）

•→「吾輩は」は、文末（「猫である」）を越えて、「記憶している」ま
で係っている（「は」のピリオド越え（三上1960））
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４．「は」と「が」は何が違うのか

•「は」と「が」の違いと文の構造(文理解)

• (28)太郎が来た。

• (29)私は太郎が会社に来たとき、会社にいなかった。

• (30)私は太郎が会社に来たら歓迎するつもりだ。

• (31)私が太郎が会社に来たことを知ったのは昨日だ。

•「は」は「文の主語」、「が」は「節の主語」であり、「は」が「が」
を包み込む形になっている

•→「は」と「が」の違いが文の構造の把握に大きく役立っている
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5．まとめ

•「は」と「が」の違いや日英語の文構造の比較を本格的に行うためには、
意味的に規定された「主語」が日英両語に存在すると考えた方がよい

•「主語」は日本語学習者にとって難しくない概念だが、「主題」はそうで
はない（「主語」も「主題」も普遍的な概念だが、「主題」が形態に現れ
る言語はそれほど多くない）

•→「主語」を基準に考えれば、日本語と英語の異同はわかりやすい

•「は」と「が」の使い分けが問題になるのは「主語」に関する場合のみ

•→より突っ込んで考えるレベルでは、「主題」を表す「は」と、「主語」を
表す「が」を区別する（→学校国文法では扱われない内容）

•→日本語文の構造と日英語の異同に関するより深い理解につながる
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ご清聴ありがとうございました
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